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一般教育演習 

プログラミングで問題を解く： 

集計から人工知能まで



今日のお題：Pythonを始めよう
•前回の復習とふりかえり 
•paiza.IOでPythonに触れてみる 
•Python言語の基本を学ぶ + 最初はどうやって勉強すれ
ばいいか？ 
•Pythonインタプリタと実行環境について 
•USBメモリのPython環境の使い方 (改) 
•Jupyter Notebookの動かしかた 
•(補足) なぜ前回動かなかったか?  
•(補足) USBメモリについて 
•ミニレポートタイム



授業の情報
http://art.ist.hokudai.ac.jp/~takigawa/prog/

講義資料やサンプルなどは「右クリック→対象をファイルに保存」で 
一旦ダウンロードしてから使用 

試しに今日のスライドをダウンロードしてダブルクリックで開いてみて

http://art.ist.hokudai.ac.jp/~takigawa/prog/


先週のお題：プログラミング事始

•前回の復習とふりかえり 

•コンピュータの仕組みとプログラム、社会における役割 

•プログラミング言語とは？ 

•Pythonとは？ 

•Lightbotをやってみる / Scratchをやってみる 

•(時間があれば) セットアップしたPython環境を試す 

•ミニレポートタイム(15分)



1.Lightbotについて 
(ア)結構楽しくできた (イ)楽しかったが結構むずいな(ウ)途中から頭が痛くなってきました  
(エ)どうもこういうのはすごく苦手(オ)そもそもあらゆるゲーム自体が苦手だ 
結果：だいたい(ア)、たまに(イ)や(ウ) 

2.Lightbot(やScratch)とプログラミングの関係について 
(ア)まだよく分からない (イ)分かったような分からないような(ウ)なんとなく少し分かった (エ) ある程度わかった(オ)な
るほどそういうことかと思った (カ)元から分かっていた 
結果：だいたい(ウ)か(エ)、たまに(イ)や(オ) 

3.USBメモリへのAnacondaのインストールは？ 
(ア)してない/するのを忘れていた(イ)やろうとしたができなかった(ウ)結構ハマったけどなんとかできた (エ)問題なくで
きた  
結果：かなりバラけた→今日まだできてない人は個別に対応しようと思います 

4.USBメモリへのAnacondaのインストールにかかった時間は？(待ち時間含む) 
(ア)10分未満 (イ)10分以上40分未満 (ウ)40分以上60分未満(エ)60分以上90分未満(オ)90分以上2時間未満 (カ) 2時間
以上 (キ) できなかった  
結果： 

5.今日の授業の内容は？  
(ア)聞いてなかった(イ)聞いてたけどついていけなくなった(ウ)授業前よりは理解が進んだ (エ)なるほどと合点がいった 
(オ)そこまで詳しく知りたいわけではないかな(カ)もう少し詳しめに知りたい  
結果：(ウ)が多く(エ)が次、たまに(オ)や(カ) 

6. 今のところの授業で一番楽しめたのを敢えて挙げると？  
(ア)lightbotをやってみたこと(イ)Pythonの具体的なセットアップ(ウ)プログラミングとは？というガイダンスの概論 (エ)
プログラミング言語とはの話(オ)コンピュータの仕組みの話 (カ)Python自体を少し触って見たこと(キ)全体的に楽しめた  
 結果：(ア)が圧倒的に多く、それ以外はバラけた



特定のコマンド(命令)
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特定のコマンド(命令)

しか解さない

ロボが解するコマンド(順番)を

順番に伝える

プログラミング 

= プログラムする 

= プログラムを作る

CPU

大問題！😫
これだと人間が長大な0と
1の列を一つのミスもなく
並べなければならない！



特定のコマンド(命令)

しか解さない

CPU

CPUが理解できる 

コマンド列(機械語)

人間が理解できる 
レベルでやってほしい 

ことを記述 
(プログラミング言語)

1. 画面を真っ黒に 
塗りつぶす 

2. 左上から100pixel右、 
2000pixel下の位置に 
大きさ50pixelの  
☆を描画 

3. それを黄色で塗りつぶす 
4. 同じ作業を右に400pixel 
ずつづらしながら5回繰
り返す

翻訳

言語のルールを決めて 
翻訳プログラム 
も用意しておく



翻訳のやり方は大きくふた通り

1. コンパイル方式 

2. インタプリタ方式



1. コンパイル方式
1. 画面を真っ黒に 
塗りつぶす 

2. 左上から100pixel右、 
2000pixel下の位置に 
大きさ50pixelの  
☆を描画 

3. それを黄色で塗りつぶす 
4. 同じ作業を右に400pixel 
ずつづらしながら5回繰
り返す

翻訳業者方式？
• 全体を一気にまとめて訳す 
• 全体の文脈がわかるので無駄がない 
(質の高い)コマンド列が作れる



2. インタプリタ方式
1. 画面を真っ黒に 
塗りつぶす 

2. 左上から100pixel右、 
2000pixel下の位置に 
大きさ50pixelの  
☆を描画 

3. それを黄色で塗りつぶす 
4. 同じ作業を右に400pixel 
ずつづらしながら5回繰
り返す

同時通訳方式？
• 一まとまりづつ訳す 
• 全体を作らなくても部分的に実行可能 
• ちょっとづつ試しながら作れる

. .
 .



Python
• 非常に読みやすく書きやすい言語で最初に学ぶ言語と 
してもとても良い。実際海外の大学ではほぼPythonに 
なりつつある。Webに情報や教材が多く自学しやすい。 

• インタプリタ方式でちょっとずつ実行もできるし、
AnacondaやJupyterなどの環境も手軽に利用可能 

• 使い捨てのちょい作業から数百万行あるような大規模 
システムまで非常に幅広く使われており実用的な言語 

• 本演習で挙げた「集計から人工知能まで」を考えると 
現在データ解析や人工知能実装で最も使われている。



大雑把なビジョン

•この演習でやりたいことは大きく２つ

1. 「プログラミング」とは何かを理解しそれを 
どうやって学んでいけば良いかの指針を与える 

2. 「Python」というプログラミング言語の基礎と 
実習を実際にやってみる



現代のプログラムは複雑化している
• 昔のコンピュータのオペレーティングシステムを作るのと、Windows 10や

Mac OSを作るのとではプログラムの複雑さがかなり異なる 

• 初代ファミコンのゲーム開発 vs プレステ4のゲーム開発



良い点

• 趣味としてのプログラミングのハードルがかなり上がったように感じてしまう 
• 非常にたくさんの知識やスキルが必要でたくさんのことを勉強する必要がある 
• 知識やスキルを習得してもすぐ古びてしまうため、ずっと新しい知識やスキルの 
勉強をし続けなくてはならない 

• やれることが多すぎて何をやれば良いのか、何ができるのかの感覚が不確かに
なりがちである

悪い点

• 非常に高機能で信頼性も高いソフトウェアの実現 
• 機械をあまり意識しなくて良い高レベルなプログラミング言語 
• コンピュータの性能の向上 
• 非常に良い教材や書籍がいろいろある



自習のススメ (論理的思考とは？)
1. lightbot

2. Hour of Code (コードの時間)
http://lightbot.com/hoc.html
demo版をとりあえずクリアしてみる

https://hourofcode.com/code

1時間でできるらしいので下記「初めてのコン
ピュータープログラムを書く」をぜひ。講師ビ
デオにはビル・ゲイツやマーク・ザッカーバー
グも登場。lightbot同様、ゲーム感覚のもの。

http://lightbot.com/hoc.html
https://hourofcode.com/code


大雑把なビジョン

•この演習でやりたいことは大きく２つ

1. 「プログラミング」とは何かを理解しそれを 
どうやって学んでいけば良いかの指針を与える 

2. 「Python」というプログラミング言語の基礎と 
実習を実際にやってみる



Step その1: paiza.IO

https://paiza.io/ja/





黒いところにpythonコードを書いて
「実行」をクリック



まずはprintと電卓

1. 文字を出力 
    print('出力したい文字') 
    print("Don't do it!") ←'があるときは"でくくる

2. 四則演算 
    足し算 + 引き算 - 掛け算 * 割り算 / 
    割った余り % べき乗 ** 
    round(1.2345, 3) ←小数点以下3桁に丸める 
                                                (四捨五入とちょっと違う)





print文をもう少し

print('答えは', 3, 'です') 
print('答えは', 3, 'です', sep=":") 
print('答えは', 3, 'です', sep=":", end=";") 
print('答えは', 3, 'です', sep=":", end=";") 
print() 
print('答えは', 3, 'です', sep=" ", end="\n")

バックスラッシュは 
日本語キーボードでは「￥」



変数と代入

a = 3 
b = 4 
hoge = 5 
kotae = a * b + hoge 
print('答えは', kotae, 'です', sep='')

バックスラッシュは 
日本語キーボードでは「￥」



Step その2: python.exe

特定のコマンド(命令)

しか解さない

(python言語)

a = 3 
b = 4 
hoge = 5 
kotae = a * b + hoge 
print(kotae)翻訳

この翻訳プログラムを 
行うプログラム 
(インタープリタ)



Step その2: python.exe



http://art.ist.hokudai.ac.jp/~takigawa/prog/

1. 講義ウェブサイトから「test.txt」を
ダウンロード 

2. そのファイルを「python」の上に 
ドラッグアンドドロップ

http://art.ist.hokudai.ac.jp/~takigawa/prog/


3. 「test.txt」をダブルクリックして  
中身を見てみる

import tkinter.messagebox as mb 

ans = mb.askyesno('質問', '今日は朝ごはんを食べましたか？') 

if ans == True: 
    mb.showinfo('メッセージ', 'ナイス朝ごはん！') 
else: 
    mb.showinfo('メッセージ', 'ノー朝ごはん！') 



Step その3:対話実行モード(PEPL)

ダブルクリック



1 + 1

print('こんにちは')

import this



Step その3:対話実行モード(PEPL)
Step その2: python.exe

• 「test.txt」をコピーしてそれをダブルクリッ
クし、中身を書き換えて、それをpythonへ
ドラッグ & ドロップ 

• 対話実行モードで1行づつ実行
いずれにせよ翻訳プログラム「python.exe」が
Python言語で書かれたテキストを機械語に翻訳
して実行



ここで大事な点：エラー
ちゃんとPython言語のルールに乗っ取っていない 
テキストは翻訳に失敗するのでエラーとなる

エラーの文章をよく読み、原因を探り修正する 
この作業を「デバッグ(debug)」と呼ぶ。 
エラーのことを「バグ(bug)」と呼ぶ。

>>> print('hoge'hogeho') 
  File "<stdin>", line 1 
    print('hoge'hogeho') 
                     ^ 
SyntaxError: invalid syntax 
>>>

この辺が構文エラー 
('の閉じ方が合ってない)



ここで大事な点：エラー
このエラーはただ翻訳に失敗しているだけで 
何もコンピュータに害はないので、最初はどんどん 
適当にサンプルや例を書き換えてどうなるか 
エラーを出させながら探るのが良い

コーディング時は「エラーを恐れない！」



演習環境：Jupyter Notebook



USBメモリの環境の動かし方(改)
前提：USBメモリにAnacondaがきちんと 
インストールできていること(必要なファイルが 
全部あること)

• できてない人は後で個別対応します 
• インストールできない→フォーマットを確認 
• インストールできない→容量を確認 
• 遅い→USBの規格を確認



USBメモリについて
正確には8G以上でUSB3.0以上のメモリが推奨 
(Anaconda3だけで5Gくらいになります)

１B(1バイト) 
= 8 bit(8ビット)



jupyter-notebook.exeを起動すると「Kernel error」が表示されてしまう

この状態だとここにpythonコードを入れても何もおきない



理由：
この演習室のPCのユーザ情報は毎回ログアウトすると消えてしまうが 
Jupyter Notebookはユーザ情報の領域にpython.exeの呼び出しのコ
ピーを作ってそれを使う（毎回USBからだと遅いし）

解決策：毎回演習開始時に以下を実行

1. USBのフォルダを選択 

2. コマンドプロンプトを起動 

3. 「python -m ipykernel install --user」を入力



①

②



③



演習室ではここがF:になっていると思いますが  
家のPCではE:だったり、D:だったりかも





理由：
この演習室のPCのユーザ情報は毎回ログアウトすると消えてしまうが 
Jupyter Notebookはユーザ情報の領域にpython.exeの呼び出しのコ
ピーを作ってそれを使う（毎回USBからだと遅いし）

解決策：毎回演習開始時に以下を実行

1. USBのフォルダを選択 

2. コマンドプロンプトを起動 

3. 「python -m ipykernel install --user」を入力



講義ウェブサイトから「Jupyter_Notebook.lnk」を 
ダウンロードし、USBに保存しておく

http://art.ist.hokudai.ac.jp/~takigawa/prog/

毎回講義開始時に先ほどの作業をした後、USBから 
このファイルをデスクトップにコピーしダブルクリック 
すれば「Jupyter Notebook」が起動する

ただし先ほどの表示が「F:」で始まっていること、 
USBにanacondaを入れたフォルダ名が「python」 
であること、は必要



もし先ほどの作業をやって 
いるのに起動しない場合：

Jupyter_Notebook.lnkの 
アイコンを右クリックし、 
プロパティを選択

ショートカットを選び 
右のような画面が出たら 
「リンク先」の部分の 
「F:\python」をすべて 
自分の環境と同じに修正



Anaconda Navigatorが起動しない件
これもユーザ情報の領域へコピーされる情報の問題で、解決策としては 
AnacondaをインストールしたフォルダにLibary→pluginで見える
「platforms」というフォルダを丸ごとコピーする。これはUSBフォル
ダ内なので一回やればOK





セットアップしたPython環境を起動してみる
インストールしたフォルダの中の 
「Scripts」の中にある 
anaconda-navigatorをダブルクリック



クリック

注：なお時期versionではJupyterLabに移行なのでそっちでもいいかも





見たいフォルダを指定できる

新しいフォルダを作成したりもできる





ここにPythonコードを打ち込む
「Run」をクリックするか、ShiftとEnterの同時押しで実行

「1 + 2」「print('Hello, World!")」「import this」 

などpaiza.IOでやった例をいろいろ入力・実行してためしてみよう



http://art.ist.hokudai.ac.jp/~takigawa/prog/

作業：授業のホームページから「myfirstcode.ipynb」や 

「ex1.ipynb」をダウンロードして実行してみよう。

Pythonが起動しているフォルダにコピーし、 

クリックして開く！



「Pythonが起動しているフォルダ」

先ほどの「Jupyter_Notebook.lnk」から起動した場合

Anacondaを入れたフォルダのScriptsのjupyter-notebook 
を実行して起動した場合 → そのScriptsフォルダ



実行できたらそのJupyter Notebookを保存してみよう！



Jupyter Notebookが起動し動いて入れば、この環境で 
かなり高度なこともできます。またネットに転がっている 
Notebookを実行して見ることもできます!



Pythonの学習について
•Python公式チュートリアル  

https://docs.python.jp/3/tutorial/ 

•LearnPython.org interactive Python tutorial (英語)  
https://www.learnpython.org 

•CodeAcademy (英語) 
https://www.codecademy.com/learn/learn-python 

•Intro to Python for Data Science (英語)  
https://www.datacamp.com/courses/intro-to-python-for-data-science/ 
•Python tutorials for beginners (英語) 

http://thepythonguru.com 

•Progate (プロゲート) 
http://prog-8.com/languages/python 

•ドットインストール 
https://dotinstall.com/lessons/basic_python_v3

https://docs.python.jp/3/tutorial/
https://www.learnpython.org
https://www.codecademy.com/learn/learn-python
https://www.datacamp.com/courses/intro-to-python-for-data-science/
http://thepythonguru.com
http://prog-8.com/languages/python
https://dotinstall.com/lessons/basic_python_v3


https://wiki.python.org/moin/BeginnersGuide/NonProgrammers

オンラインで無料の良い講義も多数！



•LearnPython.org interactive Python tutorial (英語)



•CodeAcademy (英語)



•Intro to Python for Data Science (英語)



•Progate (プロゲート)



•ドットインストール 









•Progate (プロゲート)



Pythonの学習について
•Python公式チュートリアル  

https://docs.python.jp/3/tutorial/ 

•LearnPython.org interactive Python tutorial (英語)  
https://www.learnpython.org 

•CodeAcademy (英語) 
https://www.codecademy.com/learn/learn-python 

•Intro to Python for Data Science (英語)  
https://www.datacamp.com/courses/intro-to-python-for-data-science/ 
•Python tutorials for beginners (英語) 

http://thepythonguru.com 

•Progate (プロゲート) 
http://prog-8.com/languages/python 

•ドットインストール 
https://dotinstall.com/lessons/basic_python_v3

https://docs.python.jp/3/tutorial/
https://www.learnpython.org
https://www.codecademy.com/learn/learn-python
https://www.datacamp.com/courses/intro-to-python-for-data-science/
http://thepythonguru.com
http://prog-8.com/languages/python
https://dotinstall.com/lessons/basic_python_v3


本: 本当の本当に０スタート向け



本: もう少し広いこともある入門



まとめ：
• 基本は「公式チュートリアル」 

https://docs.python.jp/3/tutorial/ 

• 本はものすごくいろいろ出ていて個人によ 
って難しすぎたり、簡単(冗長)すぎてつまら 
なかったりするので、本屋や図書館で手に 
とって自分の好みか確認するのが良い 

• 入門むけのinteractiveなWeb教材は無料で 
もできが良い。英語もシンプル。ただし発展 
になると有料になったりするので注意

https://docs.python.jp/3/tutorial/


次回からPythonを掘り下げたい
宿題：
• USBメモリからJupyter Notebookを 
起動する手順を確認復習しておくこと 

• 特に毎回必要となるコマンドプロンプト 
作業も確認復習しておくこと 

• Jupyter Notebookにいろいろ打ち込ん 
でエラー出してみたり遊んでみること 

• 余裕ある人はPythonの教材もチェック



今日のお題：Pythonを始めよう
•前回の復習とふりかえり 
•paiza.IOでPythonに触れてみる 
•Python言語の基本を学ぶ + 最初はどうやって勉強すれ
ばいいか？ 
•Pythonインタプリタと実行環境について 
•USBメモリのPython環境の使い方 (改) 
•Jupyter Notebookの動かしかた 
•(補足) なぜ前回動かなかったか?  
•(補足) USBメモリについて 
•ミニレポートタイム


